






目的 

ビタミン K(以下 V.K)依存性凝固因子(第Ⅱ,第Ⅶ,第Ⅸ,第Ⅹ因子)と凝固阻害因子(プロテ

イン C,プロテイン S)はいずれも肝で産生されるので,V.K の肝における局在とその変動を

検索する意義は大きい。われわれは,HPLC と螢光分光光度計を組み合わせた高感度測定法

を確立し,血液,尿,糞便,羊水などの生体試料中の V.K 含量を測定し,報告してきたが,血液,

尿,糞便などの試料に比べて,肝組織中には夾雑物質が多いため,従来のわれわれの抽出方

法では V.K の分離定量が不可能であった。そこで Duello らの方法に準じて,夾雑物質を除

去するための抽出方法を検討した。 


